



























Visualizing the Images of "Foreigners-as-Contributors" 
in Japanese Junior High School History Textbooks
─　A critical discourse analysis　─
Ryohei Morozumi, Shoya Masaki1 and Yuke Sun1
Abstract: This study aims to clarify how the images of "foreigners-as-contributors" in middle 
school history textbooks are reproduced in Japanese junior high school history textbooks. In 
Japan, also in many other countries, foreigners are requested to contribute to the benefi t of the 
country. Those who cannot serve the function tend to be shunned by the community; in other 
words, they are oppressed by the majority Japanese. To tackle the mentioned oppression, the 
authors decided how the oppressive discourse is reproduced in Japanese society. For doing 
that, we conducted a critical discourse analysis of how history textbooks select and describe 
others from abroad. We choose history textbooks than civics’ because history does not deal with 
foreigners directly; therefore, students might absorb the narrative about them without much 
doubt. We discovered that the descriptions of "Toraijin," "Jianzhen (Ganjin in Japanese)," and 
"Foreign government advisors in Meiji Japan (Oyatoi-gaikokujin in Japanese)" aligned with the 
oppressing structure of the non-contributable foreigners. The details will be discussed in the 
paper.
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































国人』の登場（渡来人 / 鑑真 / お雇い外国人）→③『外
国人』による問題の解決→④『外国人』によってもた
らされた物事の影響の大きさに関する記述」という内
容で構成されていることである。国内に横たわってい
る問題状況が「外国人」によって解決されたという構
成によって，「外国人」が日本に「貢献」した側面が
強調されているといえる。それを表したものが次の図
２である。
図２　「貢献」を強調する教科書の見開き構成
（筆者作成）
５．考察
　前章の分析より，中学校歴史教科書に内在する「貢
献する外国人」像を形成する叙述の論理を可視化する。
日本社会に潜む，外国人に対して国益に適うか否かを
判断基準とする視線を向け，国家への貢献を求めると
いう彼らを抑圧する構造は，教科書上にどのように表
れているだろうか。
　渡来人の記述は，中国や朝鮮半島から渡ってきた高
い技術や文化をもった人々が日本にそれらを伝え，そ
の後の日本の文化や宗教に影響を与えたことを描いて
いた。高い技術や文化をもたない渡来人もいたであろ
うが，その姿が描かれないことで，あたかもすべての
渡来人が高い技術や文化をもった人々であったかのよ
うな叙述として表れていた。鑑真の記述は，彼が中国
から苦労して日本に渡り，朝廷から僧として最高の地
位に任命され，仏教の本質を伝えるとともに，仏教建
築を建てたことを通して，日本の仏教の発展に尽くし
たことを描いていた。困難を乗り越えても国家に貢献
するという道徳的価値観を求める叙述として表れてい
た。お雇い外国人の記述は，進んだ文明をもった外国
から招聘され，殖産興業の進展や官営工場の設置，交
通網の整備など日本の産業の発展をもたらしたことを
描いていた。国家政策の推進に寄与した外国人を総体
として描くことで，国益に適うかという判断基準のも
と，国家が必要とする能力を有していた外国人を受け
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入れた叙述として表れていた。
　さらに，３つの事例の外国人は，当時の日本国内に
存在していた問題状況が「外国人」によって解決され
たという教科書の見開き構成として描かれることで，
彼ら「外国人」の日本に「貢献」した姿をより強調す
る叙述として表れていた。
　以上より，歴史教科書の記述は，日本社会に潜む外
国人への抑圧構造を反映し，「外国人」を日本に貢献
する人物という像として描いているといえる。
　冒頭でも述べた通り，歴史教科書に存在するこのよ
うな外国人像を認識することは難しく，歴史教科書を
通して無自覚の内に形成された外国人像は，学習者が
現代の外国人や社会制度を見る際に適用されかねな
い。事実，外国人の「永住許可に関するガイドライン」
は外国人に日本への貢献を求めるものとなっている16）
が，このガイドラインへの大々的な批判や反対運動は
現在のところ起きていない。
６．本研究の意義と課題，示唆
　本稿は，中学校歴史教科書を CDA の手法を用いて
分析することで，外国人に対して「日本の人々や国家
に貢献するべき」という偏見を含んだ人物像を形成す
る叙述の可視化を試みた。本研究の成果を図示すると，
次の図３のようになる。本稿の読者は日本社会に存在
する外国人へ貢献を求める構造が存在すること，及び
歴史教科書にもその構造が反映されていること，ひい
てはその教科書を使用した子どもたちが社会化されそ
の構造を再生産する可能性があることに自覚的になれ
たのではないだろうか。この点に本研究の意義がある
だろう。
図３　外国人の抑圧構造の可視化（筆者作成）
　そして，再生産の構造を止めるための有効な方法と
しては，歴史教科書が使用される教室において，教師
や子どもが教科書の叙述を批判的に分析し，それに
よって形成される人物像を明らかにするとともに，現
在の日本社会が外国人を抑圧する構造を有しているこ
とを認識できる社会科授業の実践が示唆される。
　一方で，本稿は教科書記述の分析に留まっており，
具体的な学習の手立てまでは論じることができていな
い点に課題が残る。ただし，本稿の成果は，子どもた
ちが自らの内にもつ外国人像を見つめ直し，社会で機
能している抑圧構造を分かる学習へと発展することが
期待できる。本稿の知見を活かした授業実践化が待た
れる。さらに，授業実践化の先には，教科書の叙述が
学習者にどのように作用するかという認識形成の過程
を見とる実証研究まで，展開の可能性が見通される。
　最後に，本稿が用いた CDA という研究方法は，現
状日本の社会科教育学研究で広く認知・使用されてい
るものとはいえない。たしかに，抑圧構造を明らかに
するだけでは，構造の打破に直接的に寄与できるわ
けではない。また，この方法では研究者の視点や視座
を明確に有するため，分析や考察が主観的であること
への疑念も提起されるだろう。しかし，社会に存在す
る不正義な状況を解消するには，特定の問題意識に基
づいて，その状況を社会的な事象として扱い，問題の
構造を明らかにする過程が欠かせない。ややもすれば
科学性を重視することで問題を見とる主体の存在が薄
れ，一般的・普遍的という言葉の中でマジョリティの
視点に偏りかねない社会科教育の社会の見方に対し
て，CDA を用いた研究は一石を投じる知見を生み出
すことが期待される。乗り越えるべき批判は少なくな
いかもしれないが，本稿が CDA という研究方法の整
備と発展，そしてこの方法を用いて生み出された知見
の社会科教育実践への貢献に寄与することを願う。
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